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補足 2－7 ３件法の場合のベイズ的方法 

 

 判断の基準値のパラメタ cが加わることを除けば、２件法の場合と基本的に同

じ方法である。 

パラメタの事前分布として、一様分布を採用する。 
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ここで、 

( ) μμμμμμ NiNi ,,1,0,minmaxmin L=−×+=  

( ) σσσσσσ NiNi ,,1,0,minmaxmin L=−×+=  

( ) cc NiNccicc ,,1,0,minmaxmin L=−×+=  

である。サンプルプログラムでは、 50=== cNNN σμ としている。 

 パラメタ値 μ、σ および cに対するデータ{ }MMM LUGLUG ,,,,,, 111 L （簡単に

{ }iii LUG ,, で表す）の確率は 
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となる。したがって、事後分布は以下のように計算される。 
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 パラメタの推定値は、事後分布における平均値として算出する。 
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 パラメタの %100×α 確信区間も 2件法の場合と同様に、それぞれの事後分布 
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から算出する。詳しくは、附 2－4「２件法の場合のベイズ的方法」を参照。 

 
 


